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一般社団法人 京都府建築士会

●
け
ん
ち
く
つ
れ
づ
れ
草　

第
１
８
5
回

「
人
新
世
」時
代
の
建
築
と
文
化
的
持
続
可
能
性

●
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度 

助
成
対
象「
地
域
貢
献
活
動
」募
集

令
和
４
年 

建
築
士
試
験
案
内

●
京
都
を
彩
る
建
物
や
庭
園　

第
9
回

建
物
と
土
木
工
作
物
　
京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
視
点

●
作
品
紹
介　

京
都
美
術
工
芸
大
学 

東
館　
戸
田
建
設
㈱
大
阪
支
店

●
報
告　

重
要
文
化
財「
旧
三
上
家
住
宅
」を
活
用
す
る

●
特
集　

第
12
回 

高
校
生
の「
建
築
甲
子
園
」　

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
が
優
勝
！！

●
支
部
だ
よ
り　

行
永
家
住
宅
の
床
刺
し

●
う
ち
の
本
棚
・
今
月
の
一
冊　
『
や
さ
し
い
文
学
レ
ッ
ス
ン
』

●
表
紙
の
こ
と
ば　
『
長
楽
館
』

京
都
だ
よ
り

K
yoto D

ayori



E s s a y

  
第
百
八
十
五
回    

髙
田　

光
雄  

「人新世」時代の建築と
文化的持続可能性

た
か
だ
・
み
つ
お

１
９
５
１
年　

京
都
市
生
ま
れ　

京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業　

博
士（
工
学
）・
一
級
建
築
士

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会 

会
長

京
都
大
学 

名
誉
教
授

京
都
美
術
工
芸
大
学 

教
授

２
０
２
１
年
は
、
様
々
な
分
野
で
「
人
新
世
」
と

い
う
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
同
年
の
新

書
大
賞
（
中
央
公
論
社
）
を
受
賞
し
た
斎
藤
幸
平
著

『
人
新
世
の
「
資
本
論
」』（
集
英
社
新
書
２
０
２
０
）

は
、
２
０
１
６
年
に
同
賞
を
受
賞
し
た
井
上
章
一
著

『
京
都
ぎ
ら
い
』（
朝
日
新
書
２
０
１
５
）
を
は
る
か

に
上
回
る
30
万
冊
以
上
を
売
り
上
げ
た
と
い
う
。
そ

の
背
景
に
は
、
地
球
規
模
の
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
中
で
、
そ
の
一
因
で
も
あ
る
人
に
よ
る
経
済
活
動

の
地
球
環
境
や
社
会
に
対
す
る
影
響
が
限
界

（Planetary Boundaries

）
に
達
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
多
く
の
人
々
が
感
じ
始
め
て
き
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

「
人
新
世
」
は
、
斎
藤
幸
平
の
著
書
で
は
「
ひ
と

し
ん
せ
い
」と
読
ま
せ
て
い
る
が
、「
じ
ん
し
ん
せ
い
」

と
読
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。A

nthropo-
cene

（
ア
ン
ス
ロ
ポ
シ
ー
ン/

ア
ン
ト
ロ
ポ
セ
ン
）

の
日
本
語
訳
で
、
人
の
活
動
が
地
質
に
重
大
な
影
響

を
与
え
て
き
た
新
た
な
地
質
年
代
の
時
代
区
分
と
し

て
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を

受
賞
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
パ
ウ
ル
・
ク
ル
ッ
ツ
ェ
ン

Paul C
rutzen
ら
が
２
０
０
０
年
に
提
唱
し
て
話

題
と
な
っ
た
。（A

nthropocene

と
い
う
用
語
自

体
は
ア
メ
リ
カ
の
生
態
学
者
ユ
ー
ジ
ン
Ｆ
・
ス
ト
ー

マ
ー Eugene F. Stoerm

er
に
よ
る
１
９
８
０
年

代
の
造
語
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
で
は
、

１
９
３
０
年
代
に
初
期
概
念
が
築
か
れ
、
１
９
６
０

年
代
に
は
こ
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
説

も
あ
る
。）

一
方
、
２
０
２
１
年
の
夏
、
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
第
６
次
評
価
報
告

書
の
第
一
作
業
部
会
（
科
学
的
根
拠
）
報
告
書
が
発

表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、「
地
球
の
平
均
気
温
上
昇

を
産
業
革
命
前
に
比
べ
て
1.5
度
に
抑
え
る
」
と
い
う

パ
リ
協
定
が
掲
げ
る
目
標
実
現
へ
の
緊
急
性
が
極
め

て
高
い
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
も
、

「
残
余
の
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
」（
排
出
可
能
な
二

酸
化
炭
素
）
は
お
よ
そ
３
、０
０
０
～
４
、０
０
０
億

t-

Ｃ
Ｏ
２（
67
～
83
％
の
確
率
）
し
か
な
い
こ
と
が

具
体
的
に
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
今
後
、
約
10
年
間

で
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
半
減
す
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
1.5
度
を
超
え
て
気
温
が
上
昇
し
て
し
ま
い
、

熱
波
や
豪
雨
、
海
面
水
位
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
多
様

な
生
物
の
絶
滅
や
激
し
い
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
る
本

当
に
深
刻
な
事
態
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
に
対
し
て
、
国
連
が
提
唱
し
、
日
本
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
国
、
自
治
体
、
民
間
企
業
や

団
体
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動

な
ど
は
「
焼
け
石
に
水
」
だ
と
か
、「
免
罪
符
」
に

過
ぎ
な
い
、
果
て
は
「
大
衆
の
ア
ヘ
ン
」
だ
と
い
う
批

判
ま
で
も
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
備
え
、
環
境
の
目
標
だ

け
で
な
く
、
経
済
、
社
会
な
ど
に
関
す
る
多
く
の
目

標
の
同
時
的
実
現
を
目
指
す
数
少
な
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
よ
り
強
力
な
環
境
対
策
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の

抜
本
的
見
直
し
に
向
け
た
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る

と
い
う
理
解
も
可
能
で
あ
る
。

加
え
て
、
複
数
の
目
標
の
同
時
的
実
現
は
、
わ
れ

わ
れ
建
築
士
の
職
能
の
本
質
に
関
わ
る
。
建
築
と
い

う
言
葉
は
、
英
語
のarchitecture

の
日
本
語
訳
と

さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
遡
っ
て
い
く
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ

語
の
ア
ル
キ
テ
ク
ト
ニ
ケ
・
テ
ク
ネαρχιτεκτονική 

τέχνη

に
辿
り
着
く
。
こ
れ
は
、
万
物
の
根
本
原
理

を
司
る
匠
の
技
、
つ
ま
り
、
建
築
士
に
求
め
ら
れ
る

総
合
力
の
こ
と
で
あ
り
、
一
見
対
立
す
る
も
の
も
含

め
て
、
複
数
の
目
標
を
同
時
に
実
現
す
る
技
術
と
言

え
る
も
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
建

築
士
は
、「
公
と
私
」、「
継
承
と
変
化
」、「
安
全
と

自
由
」
な
ど
、
一
見
同
時
的
実
現
が
困
難
な
問
題
に

常
に
向
き
合
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活

動
で
は
こ
の
能
力
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。た

だ
し
、
現
行
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
経
済
的
、
社
会

的
、
環
境
的
持
続
可
能
性
に
関
わ
る
目
標
設
定
と
し

て
は
妥
当
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
化
的
持
続
可
能
性

の
視
点
が
希
薄
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、

京
都
府
建
築
士
会
の
活
動
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
「
文
化

的
持
続
可
能
性
を
含
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＋
（
プ
ラ
ス
）

活
動
の
推
進
」
と
再
定
義
し
、
と
り
わ
け
、
環
境
的

持
続
可
能
性
と
文
化
的
持
続
可
能
性
の
同
時
的
実
現

を
め
ざ
す
建
築
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
き
た
。

確
か
に
、
今
日
の
環
境
問
題
は
上
記
の
よ
う
に
極

め
て
深
刻
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
は
環
境
破
壊
だ
け

を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
然
と
人
と
の
相

互
浸
透
の
中
で
、
人
は
自
然
か
ら
多
く
を
学
び
、
自

然
と
関
わ
る
豊
か
な
生
活
文
化
を
蓄
積
し
て
き
た
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
安
易
な
環
境
技
術
で
見

か
け
の
問
題
解
決
を
図
る
の
で
は
な
く
、
環
境
と
共

生
す
る
生
活
文
化
を
見
直
し
、
そ
れ
を
継
承
・
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
の
あ
り
方
を
深
く
考
え
、

そ
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
こ
そ
「
人
新
世
」
時
代

の
建
築
士
や
建
築
士
会
の
役
割
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
と
り
わ
け
、
こ
う
し
た
生
活
文
化
が
数
多

く
継
承
さ
れ
て
い
る
京
都
で
活
動
す
る
わ
れ
わ
れ
建

築
士
に
は
そ
の
責
務
が
あ
る
と
強
く
感
じ
る
の
で
あ

る
。な

お
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
近
年
Ｅ
Ｕ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
「
新
欧
州
バ
ウ
ハ
ウ
スN

ew
 

European Bauhaus

」（
図
参
照
）
の
考
え
方
と
も

呼
応
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
か
ら
も
、
環
境
政
策
に
お
け
る
建
築
の
位

置
付
け
や
建
築
士
の
役
割
を
問
い
直
す
契
機
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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お知らせ

「京都だより」特集まとめ
（一社）京都府建築士会のホームページで、
「京都だより」の特集をまとめたPDFを
ご覧いただけます。

お知らせ

令和４年
建築士試験案内

一級・二級・木造
建築士試験

※�令和３年より、受験申込は原則
として「インターネットによる受
付」のみとなりました。

なお、インターネットによる受験申
込が行えない正当な理由がある場
合（身体に障がいがありインターネ
ットの利用が困難である等）には、
別途受付方法をご案内いたします
ので受付期間に間に合うよう、公益
財団法人建築技術教育普及センタ
ー本部までお問合せください。

　●期間：４月　１日（金）～
　　　　　４月１４日（木）

　一級：
　学科試験／　７月２４日（日）
　製図試験／１０月　９日（日）

　二級：
　学科試験／　７月　３日（日）　
　製図試験／　９月１１日（日）　

　木造：
　学科試験／　７月２４日（日）
　製図試験／１０月　９日（日）

【� 】

【� 】

お知らせ

令和４年度
助成対象

「地域貢献活動」
募集

募集期間
令和4年3月1日～ 31日

「京都まちづくり地域貢献活動セ
ンター」は地域のまちづくり活動を
支援いたします。
詳しくは、（一社）京都府建築士会
ホームページをご覧いただくか、
地域貢献活動センター委員会まで
お問い合わせください。

京都まちづくり
地域貢献活動センター

※詳細は、
　建築技術教育普及
　センターのホーム
　ページをご覧くだ
　さい。
　https://www.jaeic.or.jp/

インターネットによる受付

試　験　日

1   Kyoto Dayori  March 2022

I n f o r m a t i o n

＜事業に参加される方へ＞
新型コロナ感染予防のために

・�感染拡大の状況により事業を中止または
内容を変更することがあります。

・�参加される際は必ずマスクを着用してく
ださい。（熱中症などの対策が必要な場
合を除きます。）

・�37.5℃以上の発熱や咳、くしゃみ等の症
状のある方は参加できません。

・�事業実施中は係員の指示に従い、手指
の消毒や手洗い、対人距離の確保（推奨
２ｍ、最小1ｍ）など、基本的な感染対策
にご協力ください。

・�係員の指示に従わない場合は、参加を
お断りする事があります。

・�感染拡大防止のため、連絡先の登録や
接触確認アプリのインストールにご協力
をお願いします。

1Fri 一級・二級・木造建築士試験申込受付
（インターネットによる受付のみ）
（4/1 ～ 4/14）

2Wed 監理技術者講習

4Mon 常任理事会

7Mon 常任理事会

22Tue 支部長会議・理事会

April4

March3

2Sat 若手建築家セミナー

5Sat
第9回京都建築賞
受賞記念発表会（オンライン）

16Sat
徳島・鳴門・淡路の建築を巡る旅

（令和4年度国内研修旅行 4/16 ～ 4/17）

12Sat 茶室設計勉強会（第4回）

4 3

※注意：京都建設会館の駐車場は 
利用できません

電話・FAX、またはホームページから 
お申し込みください。事業内容の詳細
は、ホームページをご確認ください。

（一社）京都府建築士会事務局
TEL075-211-2857 �FAX075-255-6077
https://www.kyotofu-kenchikushikai.jp
E-mail:contact@kyoto-kenchikushikai.jp

参 加 申 込
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特
　
集

京
都
を
彩
る
建
物
や
庭
園
　
9

建
物
と
土
木
工
作
物

京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
視
点

永
松　

尚

そ
ば
茶
寮 

澤
正

そ
ば
茶
寮
澤
正
の
建
物
は
、
今
熊
野
剣
ノ
宮
町

に
建
つ
。

東
大
路
を
泉
涌
寺
道
の
交
差
点
を
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
程
北
上
し
た
Ｔ
字
路
か
ら
東
向
き
に
緩
や
か

な
上
り
坂
を
数
分
ほ
ど
登
る
と
、
左
手
に
町
名
の

由
来
と
な
っ
た
剣
神
社
の
境
内
が
見
え
る
。
道
向

い
の
家
並
み
の
前
か
ら
右
手
に
分
か
れ
る
脇
道
を

少
し
下
る
と
目
の
前
に
小
さ
な
谷
と
南
北
に
架
け

ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
小
橋
（
圓
通
寺
橋
）

が
架
か
り
、
対
岸
の
崖
の
上
に
は
小
さ
な
洋
館
を

構
え
た
屋
敷
が
見
え
る
。
崖
に
は
季
節
に
よ
っ
て

は
枝
葉
が
そ
の
姿
を
覆
う
ほ
ど
樹
々
が
多
い
。
小

橋
の
先
の
坂
道
を
上
る
と
そ
の
屋
敷
に
辿
り
つ
く
。

現
在
、そ
ば
茶
寮
澤
正
が
所
有
し
、一
九
二
七（
昭

和
二
）年
に
実
業
家
・
岩
坪
熊
次
郎
が
建
て
た
邸

宅
の
接
客
棟
を
今
に
伝
え
る
建
物
で
あ
る
。

岩
坪
熊
次
郎
は
、
出
自
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る

が
、
一
八
七
九（
明
治
十
二
）年
頃
、
松
原
高
倉
の

金
箔
商
・
岩
坪
五
兵
衛
の
婿
養
子
と
な
り
、
後
に

分
家
し
て
貿
易
商
を
営
ん
だ
。
事
業
が
盛
況
で

「
京
都
を
彩
る
建
物
や
庭
園
（
以
下
、京
彩
）」
制
度
と
京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
以
下
、文
マ
ネ
）

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
９
回
目
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
例
の
中
か
ら
、
解
き
明
か
せ
な
か
っ

た
こ
と
が
印
象
深
い
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
同
時
に
直
面
し
た
土
木
工
作
物
の
実
情
に
つ
い
て

も
触
れ
て
み
る
。　

あ
っ
た
様
子
が
邸
宅
を
造
営
す
る
際
の
土
地
の
規

模
や
入
手
経
緯
等
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
述
の
坂
道
か
ら
続
く
道
は
泉
涌
寺
を
し
ば
ら

く
平
坦
に
目
指
す
が
、
そ
の
両
側
に
宅
地
が
連
な

る
。
南
西
側
は
、
前
述
の
谷
が
回
り
込
ん
で
い
る

た
め
常
に
崖
を
見
下
ろ
す
地
形
に
あ
る
が
、
こ
の

崖
上
の
平
地
に
、
最
北
端
に
位
置
す
る
当
該
建
物

の
他
、
現
在
十
三
軒
の
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
。
こ
れ

ら
一
帯
が
岩
坪
熊
次
郎
の
大
邸
宅
の
広
大
な
敷
地

で
あ
っ
た
。

旧
土
地
台
帳
に
よ
る
と
、
熊
次
郎
は
先
ず
こ
の

敷
地
の
北
側
半
分
を
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に

入
手
し
、残
り
の
南
側
を
三
年
後
の
一
九
二
一（
大

正
一
〇
）
年
か
ら
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
か

け
て
入
手
し
て
い
る
。
既
設
の
住
宅
を
道
向
い
に

曳
家
し
更
地
に
し
て
一
つ
の
広
大
な
敷
地
と
し

た
。
邸
宅
は
、
当
該
建
物
の
他
、
南
側
に
主
屋
、

離
れ
、
使
用
人
部
屋
、
蔵
と
庭
園
を
設
け
、
更
に

は
三
頭
収
容
の
厩
舎
、
屋
内
外
の
馬
場
を
備
え
た

大
造
営
で
あ
っ
た
。
当
時
は
見
晴
ら
し
も
良
く
、

京
都
駅
ま
で
見
え
た
と
い
う
。
尚
、
曳
家
し
た
住

宅
に
は
、
現
在
も
熊
次
郎
の
孫
に
あ
た
る
五
郎
氏

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
登
山
家
）
が
住
ま
わ
れ

て
い
る
。

一
方
、澤
正
は
、一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
、

万
寿
寺
通
麩
屋
町
に
お
い
て
菓
子
店
と
し
て
創
業

し
た
。
戦
後
今
熊
野
宝
蔵
町
に
移
り
、
初
代
が
南

蛮
菓
子
を
ヒ
ン
ト
に
考
案
し
た
〝
そ
ば
ぼ
う
ろ
〟

が
親
し
ま
れ
、
商
標
登
録
を
得
る
な
ど
、
今
日
ま

で
「
そ
ば
菓
子
処
澤
正
」
と
し
て
歴
史
を
持
つ
。

現
当
主
は
、
三
代
目
澤
田
正
三
氏
で
あ
る
。
正
三

氏
は
、
宝
蔵
町
の
店
に
近
い
こ
の
地
に
放
置
さ
れ

て
い
た
岩
坪
邸
の
遺
構
の
価
値
を
早
く
か
ら
理
解

し
て
い
た
が
、
解
体
撤
去
の
計
画
を
知
り
、
二
〇

〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
購
入
し
、
会
席
の
店
と

し
て
始
め
た
の
が
、
そ
ば
茶
寮
澤
正
で
あ
る
。

開
店
に
あ
た
っ
て
は
、
老
朽
化
し
た
内
装
や
厨

房
設
備
や
水
回
り
の
新
設
を
施
し
て
い
る
が
、
構

造
体
と
間
取
に
つ
い
て
は
大
き
く
改
変
は
な
い
。

迎
賓
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
た
め
、
客
を
招
く
空

間
と
し
て
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
だ
ろ
う
。

外
観
は
概
ね
当
初
の
ま
ま
で
、
大
屋
根
は
入
母

屋
造
で
桟
瓦
を
葺
き
、
外
壁
は
聚
楽
を
用
い
た
真

壁
造
と
し
、
東
側
妻
面
に
小
さ
な
入
母
屋
を
設
け

玄
関
を
構
え
る
。
こ
の
北
側
に
隣
り
合
う
洋
館
は

陸
屋
根
で
外
壁
は
カ
ナ
リ
ア
石
を
骨
材
と
し
た
上

質
な
人
造
石
洗
い
出
し
で
施
し
て
い
る
。

玄
関
に
踏
み
込
む
と
、三
畳
の
和
室
が
取
次
ぎ
、

廊
下
が
接
す
る
。
原
形
は
四
畳
で
あ
っ
た
が
、
北

側
の
押
入
を
便
所
に
改
め
、
南
側
の
一
畳
分
は
改

修
に
よ
っ
て
厨
房
に
取
り
込
ん
だ
。

廊
下
を
右
手
に
進
む
と
半
畳
の
踏
込
み
を
介
し

て
奥
が
洋
室
、
左
手
が
茶
室
で
あ
る
。

洋
館
は
こ
の
洋
室
一
室
で
あ
る
が
、
劣
化
に
よ

る
損
傷
が
顕
著
で
あ
っ
た
た
め
、
既
存
の
デ
ィ

テ
ー
ル
に
配
慮
し
な
が
ら
全
面
改
装
を
施
し
た
。

壁
紙
の
貼
り
替
え
の
際
、
貿
易
商
当
時
の
覚
書
き

を
用
い
た
下
貼
り
が
出
て
き
た
り
、
床
に
つ
い
て

は
改
修
業
者
が
感
嘆
す
る
ほ
ど
精
緻
な
寄
木
パ
ー

ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
。
換
気
窓
と
一
体
的
に

幾
何
学
的
な
桟
を
組
ん
だ
両
開
き
の
窓
や
瀟
洒
な

曲
線
で
模
っ
た
カ
ー
テ
ン
ロ
ッ
ド
の
持
ち
送
り
等

は
、
当
初
の
ま
ま
使
用
し
て
お
り
、
当
初
の
雰
囲

気
を
保
持
し
て
い
る
。

茶
室
は
方
丈
の
平
面
で
、
拳
大
の
節
を
見
せ
た

杉
の
節
目
板
を
平
天
井
に
張
り
、
外
部
側
の
北
側

半
間
を
晒
竹
の
垂
木
を
掛
け
竹
の
矢
羽
網
代
を
化

粧
裏
板
と
し
た
掛
込
天
井
と
し
、
壁
留
の
無
い
暖

簾
壁
が
仕
切
る
。
四
畳
、
向
切
逆
勝
手
、
風
炉
先

床
の
間
取
の
構
成
と
す
る
が
、
床
柱
を
立
て
た
枡

床
で
は
な
く
、
袖
垂
壁
を
方
杖
状
に
架
け
た
シ
ャ

レ
木
で
留
め
た
釣
床
で
、
地
板
は
半
畳
大
の
欅
の

一
枚
板
で
あ
る
。
北
面
は
床
の
間
に
墨
蹟
窓
を
設

け
て
い
る
が
、
残
り
の
一
間
間
口
も
腰
窓
と
し
景

色
を
堪
能
す
る
こ
と
を
優
先
に
し
た
茶
室
で
あ

る
。踏
込
か
ら
の
出
入
口
は
客
の
出
入
り
配
慮
し
、

低
い
茶
道
口
を
取
り
止
め
、
他
の
内
法
高
に
合
わ

せ
た
高
さ
と
し
た
。

広
間
に
は
玄
関
取
次
か
ら
左
に
回
り
込
む
。
南

側
が
庭
に
面
し
た
畳
敷
の
片
側
廊
下
で
あ
る
。
外

部
側
に
高
覧
が
付
き
、
一
尺
ほ
ど
下
げ
て
や
や
幅

が
狭
い
板
張
り
縁
が
並
行
す
る
。
庭
を
意
識
し
た

設
え
で
、
現
在
の
狭
小
な
庭
と
は
異
な
り
、
岩
坪

邸
時
代
は
広
い
中
庭
を
眺
め
る
回
廊
の
よ
う
に
同

様
の
廊
下
が
南
向
き
に
も
延
伸
し
、
浴
室
等
を
経

て
主
屋
と
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
。

広
間
は
六
畳
大
と
十
畳
大
が
東
西
に
並
ぶ
。
い

ず
れ
も
テ
ー
ブ
ル
席
と
す
る
た
め
床
を
縁
甲
板
に

改
修
し
た
。
隣
の
座
敷
や
茶
室
の
前
室
で
あ
っ
た

六
畳
客
室
は
北
面
の
襖
を
開
く
と
茶
室
と
併
せ
た

贅
沢
な
接
客
空
間
と
な
る
。

十
畳
客
室
は
こ
の
建
物
で
極
め
て
特
徴
的
で
あ

る
。
天
井
は
、
廻
り
縁
か
ら
一
尺
ほ
ど
内
側
に
廻

し
た
平
た
い
幅
広
の
見
切
り
枠
の
外
側
の
鏡
板
を

長
尺
の
一
枚
板
と
し
四
隅
の
み
吹
寄
の
竿
で
押

え
、
内
側
は
同
様
の
長
尺
板
を
目
透
か
し
に
一
寸

ほ
ど
高
く
張
り
、
こ
れ
ら
天
井
材
の
全
て
に
桐
材

を
用
い
、
廻
り
縁
や
見
切
り
枠
に
は
大
き
め
の
丸

面
取
り
を
施
し
て
い
る
。
折
上
天
井
と
似
て
非
な

る
幾
何
学
的
な
モ
ダ
ン
な
天
井
で
あ
る
。

柱
は
四
寸
角
の
桧
を
建
て
、
四
周
に
は
桐
の
長

押
を
打
ち
、
西
面
に
は
付
書
院
を
持
つ
一
間
半
の

ながまつ・たかし
スクール・アーキテクツ 一級建築士事務所代表
京都市文化財マネージャー（建造物）
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琵
琶
床
と
狆
潜
り
を
開
け
た
仕
切
壁
で
隔
て
一
間

の
床
脇
が
並
ぶ
。
畳
床
に
は
天
端
の
み
塗
り
を
施

し
た
桐
材
の
床
框
を
設
け
、
更
に
琵
琶
棚
や
付
書

院
の
甲
板
に
も
桐
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

琵
琶
束
直
上
の
絞
り
丸
太
の
吊
り
束
以
外
は
、

全
体
的
に
角
材
の
み
で
締
ま
り
の
あ
る
感
も
あ
る

が
、
桐
の
部
材
の
表
情
か
ら
柔
ら
か
な
落
ち
着
き

も
感
じ
と
れ
る
。
北
側
の
広
縁
も
客
室
に
一
体
化

し
て
お
り
、
広
い
窓
か
ら
取
り
込
む
風
景
は
屏
風

画
を
想
起
さ
せ
、
上
質
感
を
更
に
醸
成
さ
せ
る
。

以
上
が
旧
岩
坪
邸
接
客
棟
＝
そ
ば
茶
寮
澤
正
の

空
間
で
あ
る
。
小
屋
裏
に
残
さ
れ
た
御
幣
に
は
、

〝
頭
梁　

大
工　

伊
藤
安
次
郎
〟
と
記
さ
れ
て
い

る
。
店
主
正
三
氏
に
は「
評
判
を
博
し
た
宮
大
工
」

と
伝
え
ら
れ
た
。
前
述
の
五
郎
氏
は
、
熊
次
郎
よ

り
「
当
時
、
最
高
の
材
料
を
最
高
の
職
人
が
手
掛

け
た
」
と
共
に
、
当
時
は
座
敷
で
あ
っ
た
客
室
に

用
い
ら
れ
て
い
る
多
く
の
桐
材
に
つ
い
て
、「
伊

長
谷
川
家

京
都
府
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
か
ら
、
徒
歩

十
数
分
ほ
ど
南
に
進
む
と
羽
束
師
神
社
に
辿
り
つ

く
。境
内
前
の
道
か
ら
試
験
場
ま
で
を
南
北
と
し
、

東
西
は
桂
川
か
ら
概
ね
東
海
道
新
幹
線
の
側
道
手

前
ま
で
の
広
域
が
羽
束
師
古
河
町
で
あ
り
、
西
羽

束
師
川
以
西
に
住
宅
が
集
中
し
て
い
る
。
一
帯
は

田
圃
が
広
が
る
農
地
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年

頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
宅
地
化
が
進
む
新
興
住

宅
地
で
あ
る
。
長
谷
川
家
の
屋
敷
地
は
、
そ
の
中

で
町
域
を
中
央
で
横
断
す
る
府
道
79
号
沿
い
に
わ

ず
か
に
残
る
古
い
集
落
の
東
端
に
位
置
す
る
。
集

落
に
は
、菅
原
道
真
が
大
宰
府
へ
左
遷
さ
れ
る
際
、

都
の
あ
る
北
の
方
を
見
返
し
た
と
の
伝
説
が
残
る

「
北
向
見
返
天
満
宮
」
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

長
谷
川
家
は
、
代
々
小
作
を
雇
い
な
が
ら
、
自

ら
も
こ
の
地
で
農
業
経
営
に
従
事
す
る
耕
作
地
主

で
あ
り
、屋
敷
は
、棟
札
に
よ
れ
ば
一
八
八
七
（
明

治
十
）
年
の
上
棟
で
あ
る
。
建
築
主
と
伝
わ
る
作

左
衛
門
は
古
川
村
（
当
時
）
の
総
代
や
年
寄
り
を

務
め
、
明
治
か
ら
大
正
中
期
に
は
他
の
事
業
も
営

み
、
昭
和
初
期
に
は
次
代
・
吉
太
郎
氏
が
古
川
町

公
会
堂
建
設
の
際
、
他
家
と
合
同
で
土
地
を
地
域

に
貸
与
す
る
な
ど
し
た（
平
成
二
十
八
年
、寄
付
）。

長
谷
川
家
は
そ
の
後
離
農
し
、
作
左
衛
門
よ
り
数

え
て
四
代
後
と
な
る
現
当
主
安
信
氏
は
会
社
員
を

経
て
造
船
、重
機
操
縦
に
従
事
し
た
。
三
十
年
余
、

居
所
を
別
に
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
二
（
平
成
十

九
）
の
改
修
後
、
再
び
住
ま
わ
れ
て
い
る
。

更
に
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
、
敷
地
南

東
隅
の
巽
蔵
を
解
体
し
、
主
庭
の
様
相
を
変
え
、

主
屋
も
南
側
妻
か
ら
張
り
出
し
た
便
所
を
撤
去
し

玄
関
の
開
口
を
設
け
、
台
所
廻
り
を
刷
新
す
る
な

ど
広
範
囲
に
改
修
が
施
さ
れ
た
。
改
修
前
は
、
七

つ
の
釜
口
を
持
つ
オ
ク
ド
サ
ン
が
据
え
ら
れ
女
中

部
屋
も
二
室
あ
っ
た
と
い
う
。

北
端
の
奥
座
敷
等
は
改
変
さ
れ
て
い
な
い
。
天

井
の
屋
久
杉
を
漆
塗
の
竿
縁
で
押
え
、
長
押
が
打

た
れ
て
い
る
。
北
面
の
床
の
間
、
床
脇
に
は
、
床

柱
に
紫
檀
、
落
し
掛
け
や
壁
留
め
に
鉄
刀
木
、
床

框
に
黒
柿
な
ど
豪
華
に
備
え
、
付
け
書
院
の
障
子

の
桟
や
欄
間
も
七
宝
模
様
で
組
み
、
外
部
同
様
に

細
か
く
見
せ
、
縁
川
の
掛
込
天
井
の
小
舞
が
菱
形

に
組
ま
れ
て
い
る
の
も
珍
し
い
。

一
方
で
外
部
に
は
遺
構
と
し
て
の
特
色
が
十
分

に
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
し
二
階
の
外
観
は
、
棟
に

煙
出
し
を
載
せ
た
桟
瓦
を
葺
い
た
入
母
屋
造
の
大

屋
根
を
掛
け
南
面
を
重
ね
妻
と
し
て
い
る
。
細
部

の
瓦
に
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
り
、
風
切
丸
を
吹
寄

せ
に
通
し
、
短
い
袖
瓦
を
用
い
て
垂
が
小
刻
み
に

続
く
よ
う
に
見
せ
、
壁
と
取
合
う
全
て
の
部
分
に

松
皮
菱
熨
斗
瓦
を
重
ね
、
漆
喰
を
塗
り
込
む
こ
と

で
そ
の
細
か
な
形
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。
煙
出

し
の
屋
根
に
至
っ
て
も
同
様
に
風
切
丸
を
設
け
、

螻
羽
に
石
持
掛
瓦
を
用
い
る
な
ど
、
精
緻
で
重
厚

な
外
観
を
見
せ
て
い
る
。
二
階
外
壁
の
軸
柱
に
設

け
た
持
送
り
が
大
屋
根
の
軒
を
支
え
て
い
る
。

改
修
に
よ
っ
て
南
側
が
玄
関
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
来
は
東
側
の
中
央
に
袖
壁
を
建
て
、
前
述

と
同
様
の
細
か
な
意
匠
の
入
母
屋
屋
根
を
持
ち
出

し
式
台
玄
関
を
持
つ
平
入
で
あ
る
。
現
在
は
窓
に

改
修
さ
れ
て
い
る
が
、
軒
天
に
扇
垂
木
を
掛
け
、

正
面
の
柱
間
に
は
虹
梁
が
渡
り
蟇
股
が
載
る
。

こ
の
南
横
に
嘗
て
は
、
楣
を
鳥
居
形
に
象
っ
た

大
戸
が
あ
っ
た
。
南
側
に
玄
関
を
移
設
し
た
改
修

の
際
に
切
断
し
大
き
な
窓
を
設
け
た
が
、
両
側
に

張
り
出
し
た
笠
木
を
そ
の
ま
ま
に
柱
を
残
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
痕
跡
は
十
分
に
確
認
で
き
る
。

以
上
に
述
べ
た
長
谷
川
家
の
外
観
の
特
徴
は
、

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
度
の
認
定
調
査
時
の

考
察
は
、
建
築
年
代
に
起
因
す
る
も
の
か
、
或
い

は
地
域
的
要
因
が
潜
ん
で
い
る
の
か
、
我
々
文
マ

ネ
と
し
て
は
難
易
度
の
高
い
も
の
と
な
っ
た
。
多

彩
な
瓦
を
使
用
し
た
重
ね
妻
、
宮
津
大
工
が
得
意

と
し
た
扇
垂
木
、
上
賀
茂
の
社
家
町
や
他
の
神
社

名
の
材
木
商
の
存
在
の
確
認
に
留
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
未
解
明
な
部
分
も
残
し
た
が
、
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る

郊
外
形
で
洋
館
を
付
設
し
た
和
風
建
築
と
い
う
家

屋
形
式
に
お
い
て
、
当
初
の
外
観
を
残
し
、
内
部

に
お
い
て
は
上
質
で
や
や
モ
ダ
ン
な
意
匠
を
意
識

し
た
和
館
と
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
要
素
を
持
つ
洋
館

部
分
が
同
調
し
た
も
の
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
建

築
と
位
置
づ
け
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年

に
報
告
書
を
提
出
し
た
。

更
に
、
旧
岩
坪
邸
接
客
棟
＝
そ
ば
茶
寮
澤
正
の

建
物
に
は
特
筆
す
べ
き
点
が
も
う
一
つ
存
在
す

る
。冒
頭
に
説
明
し
た
谷
は
、現
在
は
暗
渠
と
な
っ

て
い
る
〝
一
の
橋
川
〟
の
上
流
か
ら
の
勢
い
の
あ

る
流
れ
が
山
を
穿
ち
崖
を
形
成
し
た
。
敷
地
内
の

建
物
の
北
側
か
ら
西
側
に
か
け
て
足
元
は
、
そ
の

崖
を
補
強
す
る
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
が
施

さ
れ
て
い
る
。
形
状
は
段
上
の
積
み
上
げ
る
現
在

勢
神
宮
よ
り
下
賜
さ
れ
た
撤
下
古
材
」
と
の
説
明

も
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
認
定
調
査
に
お
い

て
確
認
を
必
要
と
し
た
。
直
近
の
第
五
十
七
回
式

年
遷
宮
は
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
で
あ
り
、

接
客
棟
上
棟
の
十
八
年
前
に
あ
た
る
。
そ
の
次
が

上
棟
の
二
年
後
で
あ
る
が
、
内
部
造
作
ま
で
そ
の

間
を
要
し
た
こ
と
も
屋
敷
全
体
の
規
模
か
ら
想
像

で
き
な
く
も
な
い
が
、竣
工
時
期
は
特
定
で
き
ず
、

小
屋
裏
の
天
井
板
裏
面
の
埃
を
除
去
し
、
墨
書
等

の
有
無
も
確
認
し
た
が
根
拠
に
は
辿
り
つ
い
て
い

な
い
。

原
則
的
に
は
、
撤
下
古
材
が
神
社
以
外
の
民
間

に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
（
明
治
二
年
、

伊
勢
神
宮
内
宮
近
く
で
ゆ
か
り
の
深
い
料
理
店
に

唯
一
の
例
が
あ
る
）
こ
と
か
ら
、〝
宮
大
工
〟
伊

藤
安
次
郎
が
鍵
を
握
る
と
思
わ
れ
る
が
、
普
請
当

時
、
下
京
区
材
木
町
に
伊
藤
安
〝
二
〟
郎
と
い
う

の
箱
型
擁
壁
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
各
段
に
は
竹

や
樹
々
が
生
え
（
植
え
ら
れ
）
て
お
り
、
景
観
面

や
室
内
か
ら
眺
め
と
し
て
は
絶
大
な
効
果
を
得
て

い
る
が
、
樹
根
の
成
長
は
箱
型
躯
体
を
損
傷
さ
せ

て
い
る
。割
れ
た
部
分
か
ら
無
筋
を
確
認
し
た
が
、

バ
ッ
ト
レ
ス
の
よ
う
な
リ
ブ
に
は
ク
ラ
ッ
ク
等
は

見
つ
か
ら
な
い
た
め
鉄
筋
を
入
れ
る
な
ど
力
学
的

に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

御
幣
表
側
の
棟
梁
の
下
に
、〝
手
傳　

金
子
寅

吉
〟
と
並
ん
で
〝
圡
工　

荒
川
夘
之
助
〟
と
記
さ

れ
て
い
る
。
擁
壁
を
担
っ
た
人
物
と
推
察
す
る
。

当
時
は
東
大
路
か
ら
の
道
は
車
は
通
ら
ず
、
資
材

運
搬
は
牛
馬
に
牽
か
せ
た
こ
と
や
建
屋
の
大
工
工

事
が
始
ま
る
ま
で
着
工
か
ら
二
年
を
擁
し
た
な
ど

の
歴
史
が
伝
わ
る
擁
壁
で
あ
る
。

ま
た
、
認
定
後
、
擁
壁
頂
部
と
一
体
化
し
た
基

礎
の
表
面
に
刻
ま
れ
た
亀
甲
形
の
目
地
を
確
認
し

た
。
予
期
せ
ぬ
意
匠
の
発
見
で
あ
る
。
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で
も
神
職
の
屋
敷
等
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
楣

を
鳥
居
形
と
し
た
内
玄
関
等
、
こ
の
地
域
の
み
な

ら
ず
京
都
市
内
で
も
農
家
民
家
と
し
て
の
類
例
は

見
当
た
ら
な
い
。
長
谷
川
家
の
他
地
域
や
神
社
と

の
関
係
も
、
安
信
氏
に
よ
れ
ば
特
に
記
録
は
な
い

と
い
う
。
建
築
主
の
意
向
、
或
い
は
大
工
が
趣
向

を
凝
ら
し
た
結
果
か
と
い
っ
た
推
察
に
も
議
論
が

移
行
し
た
が
、
棟
札
に
記
さ
れ
て
い
る
棟
梁
・
崗

田
八
右
衛
門
に
つ
い
て
も
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
未
解
明
で
は
あ
る

が
拘
り
の
あ
る
旧
来
か
ら
の
意
匠
を
備
え
、
石
垣

で
嵩
上
げ
し
た
敷
地
に
建
つ
屋
敷
構
え
は
、
地
域

の
景
観
保
全
に
寄
与
す
る
と
し
て
、二
〇
一
九（
平

成
三
十
一
）
年
、
報
告
書
を
提
出
し
た
。

さ
て
、
こ
の
石
垣
に
よ
る
嵩
上
げ
に
つ
い
て
の

問
題
を
次
に
示
す
。

【
土
木
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
】

前
々
項
の
そ
ば
茶
寮
澤
正
の
擁
壁
に
つ
い
て
、

当
初
は
、
昭
和
初
期
以
前
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁

と
し
て
何
ら
か
の
価
値
づ
け
が
で
き
な
い
か
と
考

え
た
。
擁
壁
の
歴
史
的
評
価
と
し
て
登
録
文
化
財

も
存
在
す
る
が
概
ね
煉
瓦
や
石
積
み
の
構
造
で
、

鉄
道
や
発
電
所
関
連
施
設
で
あ
る
。
個
人
所
有
の

宅
地
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を
価
値
づ
け
し
た

も
の
、
及
び
そ
れ
ら
の
維
持
管
理
を
助
成
す
る
制

度
に
つ
い
て
は
類
例
を
探
し
き
れ
て
い
な
い
。

一
方
で
安
全
面
に
関
し
て
は
、
擁
壁
や
基
礎
の

ク
ラ
ッ
ク
の
影
響
に
つ
い
て
、
認
定
調
査
直
後
で

は
床
や
柱
の
傾
き
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
が
、
擁
壁
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
構
造
体
の

補
強
を
生
業
と
し
て
い
る
文
マ
ネ
に
よ
る
見
積
も

り
の
照
会
に
留
ま
っ
て
い
る
。
調
査
業
務
が
京
彩

制
度
の
助
成
金
の
対
象
で
な
い
こ
と
も
遠
因
で
あ

る
が
、
実
際
に
補
強
等
の
工
事
を
実
施
す
る
と

な
っ
た
場
合
の
費
用
を
考
え
る
と
現
実
的
で
は
な

か
っ
た
が
、
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
こ

れ
以
上
踏
み
込
む
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

長
谷
川
家
に
お
い
て
は
更
に
逼
迫
し
た
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
古
来
よ
り
昭
和
期
ま
で
桂
川
右

岸
一
帯
に
広
が
る
低
湿
地
帯
は
水
は
け
が
悪
く
、

氾
濫
に
脅
か
さ
れ
て
き
た
。
水
害
に
備
え
た
嵩
上

げ
の
た
め
の
石
垣
は
集
落
景
観
に
寄
与
し
て
い
る

が
、
一
世
紀
以
上
の
年
月
を
経
て
、
地
中
内
で
土

砂
の
流
出
が
始
ま
っ
て
い
る
。
主
屋
北
面
に
は
地

盤
沈
下
と
の
戦
い
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
年
、
更
に
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
た
。
主
屋

の
北
西
角
に
付
属
し
て
い
た
乾
蔵
は
前
述
の
嵩
上

げ
地
盤
の
弱
体
化
で
元
々
大
き
く
傾
い
て
い
た

が
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
六
月
に
発
生
し

た
大
阪
府
北
部
地
震
に
よ
り
一
部
の
漆
喰
が
剥
落

し
、
こ
れ
が
起
因
と
な
り
同
年
九
月
の
台
風
21
号

の
直
撃
を
受
け
た
際
、
南
面
全
体
の
漆
喰
が
剥
落

し
、屋
根
も
損
傷
す
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
、

土
蔵
は
生
活
施
設
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
罹
災

証
明
が
発
行
さ
れ
ず
適
切
な
支
援
制
度
や
保
険
の

適
用
が
受
け
ら
れ
な
い
。
壁
の
損
傷
は
耐
震
性
能

の
低
下
に
繋
が
る
。
過
去
に
傾
い
た
ま
ま
板
壁
が

改
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
一
因
で
は
あ
る
が
、
倒

壊
す
れ
ば
隣
地
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
斯
く
し
て

乾
蔵
は
解
体
さ
れ
、
長
谷
川
家
の
屋
敷
構
え
か
ら

土
蔵
が
消
え
た
。

こ
の
乾
蔵
に
つ
い
て
は
認
定
調
査
時
に
、
対
策

を
検
討
し
た
が
、
流
動
化
や
歪
ん
だ
石
垣
の
復
旧

等
に
つ
い
て
は
、
膨
大
な
費
用
が
必
要
と
さ
れ
、

策
を
講
じ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

歴
史
的
建
造
物
に
付
随
す
る
土
木
的
要
素
は
、

相
応
の
価
値
を
持
つ
と
考
え
る
が
、
同
時
に
そ
れ

は
、
老
朽
化
と
安
全
確
保
が
喫
緊
と
な
る
。
我
々

文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
経

験
を
必
要
と
す
る
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
も
あ
る
。

●参考資料 
　〝京都を彩る建物や庭園〟
　認定候補調査報告書
　そば茶寮 澤正

　〝京都を彩る建物や庭園〟
　認定候補調査報告書
　長谷川家

●取材協力 (敬称略) 
　そば茶寮 澤正
　澤田正三 氏

　長谷川家 ご夫妻

※撮影者名のない写真は
　筆者撮影

上空からの長谷川家前掲（平成13年）
（長谷川家所有写真）

南側外観〝重ね妻〟 （撮影：金城泰哲）

現在　解体撤去後 同年10月　台風21号の被害
乾　蔵

2018（平成30）年8月 周辺集落の街路
全て石積みで嵩上げされている

旧式台玄関
扇垂木の軒天井

（撮影：北條順子）

南側外観 拡大 （撮影：金城泰哲）

北側外壁　嵩上げ部分の地盤沈下　傾いた石積みの頂部を補修



March 2022  Kyoto Dayori   6

建築主／学校法人 二本松学院
設計者／戸田建設㈱大阪支店一級建築士事務所
　　　　林 伸昭・山本恭代・数澤魁斗
基本計画・デザイン監修／
　　　　川北 英・杏 義啓・小梶吉隆・人見将敏
　　　 （京都美術工芸大学）
施工者／戸田建設㈱大阪支店 

所在地／京都市東山区鞘町通正面下る上堀詰町 
用　途／学校（大学） 
工　期／2020年3月～2021年4月 
建築面積／1,157.51m² 
延床面積／4,563.94m² 
構造規模／地上：鉄骨造
　　　　　地下：鉄筋鉄骨コンクリート造
　　　　　地上4階、地下1階

本
建
築
は
京
都
市
内
の
京
都
美
術
工
芸
大
学
京
都

東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設
さ
れ
た
多
目
的
ホ
ー
ル
・

教
室
棟
で
あ
る
。

日
本
初
の
学
区
制
小
学
校
群
「
番
組
小
学
校
」
の

一
つ
、
京
都
市
立
貞
教
小
学
校
跡
地
を
利
用
し
て
設

立
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
現
在
も
地
域
の
行
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
交
流
の
場
と
な
る
中
庭
を

囲
う
よ
う
に
校
舎
群
が
配
さ
れ
て
い
る
。
本
建
築
は

そ
の
一
画
、
中
庭
と
住
宅
地
・
町
家
に
挟
ま
れ
る
場

所
を
敷
地
と
し
て
、
地
下
／
多
目
的
ホ
ー
ル
、
１
階

／
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
、
２
・
３
階
／
教
室
、
４

階
／
制
作
・
研
究
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。
中
庭
に
面

し
た
大
階
段
を
主
要
動
線
と
し
、
既
存
校
舎
と
は
２

階
で
連
結
し
た
。
重
視
し
た
の
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外

の
諸
要
素
と
の
連
続
性
で
あ
る
。
前
述
の
中
庭
か
ら

最
上
階
ま
で
を
繋
ぐ
大
階
段
、
通
路
の
延
長
と
し
て

の
制
作
・
展
示
・
談
話
空
間
、
そ
し
て
、
周
囲
の
様
々

な
様
相
を
望
め
る
各
室
の
開
口
部
へ
続
く
。
芸
術
を

育
む
思
索
・
制
作
の
場
は
、
学
生
同
士
の
現
在
的
な

語
ら
い
と
、
地
域
や
歴
史
、
文
化
、
自
然
と
の
語
ら

い
の
合
間
に
在
る
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

（
京
都
美
術
工
芸
大
学　

人
見
将
敏
）

G
A

L
L

E
R

Y

作
品
紹
介

京
都
美
術
工
芸
大
学

東
館

京
都
市
東
山
区

地下1階  多目的ホール2階  談話コーナー

外観西面
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4階 オープンラボ

4階 平面図

断面図

大階段

1階  エントランスロビー
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三
上
家
は
屋
号
を
元も
っ

結と
い

屋や

と
言
い
、
髪
を
結
ぶ

「
こ
よ
り
」
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
宮
津
城

下
有
数
の
商
家
の
ひ
と
つ
で
、
酒
造
業
・
廻
船
業
・

糸
問
屋
を
営
む
一
方
で
、
宮
津
藩
財
政
や
宮
津
城

下
の
町
政
に
深
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
１
７

７
６
（
安
永
５
）
年
に
現
在
の
地
に
屋
敷
を
構
え

た
の
で
す
が
、
１
７
８
３
（
天
明
３
）
年
に
「
更さ
ら

屋し
な

火か

事じ

」
に
よ
り
焼
失
し
ま
し
た
が
、
同
年
再
建

さ
れ
た
建
物
が
現
在
の
主
屋
で
す
。

そ
の
後
、
座
敷
・
土
蔵
・
玄
関
・
酒
造
施
設
を

順
次
増
築
し
現
在
に
至
り
ま
す
。
火
災
の
経
験
か

ら
主
屋
再
建
の
際
、
軒
裏
外
壁
等
漆
喰
で
塗
り
こ

め
ら
れ
、
出
入
口
や
窓
も
土
蔵
の
よ
う
に
漆
喰
の

扉
が
あ
り
ま
す
。
又
内
部
に
お
い
て
も
防
火
戸
で

区
画
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
主
屋
の

屋
根
は
入
母
屋
造
の
妻
入
、
垂
木
は
放
射
状
の

「
扇
垂
木
」
で
漆
喰
塗
り
仕
上
、
耐
火
性
能
と
共

に
優
美
な
外
観
で
す
。

１
８
３
８
（
天
保
９
）
年
に
は
幕
府
巡
検
使
の

本
陣
と
な
り
、
１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
に
は
戊

辰
戦
争
の
際
の
山
陰
道
鎮ち
ん

節せ
つ

撫ぶ

使し

・
西
園
寺
公
望

の
宿
所
と
も
な
り
ま
し
た
。

［
幕
府
巡
検
使
］

巡じ
ゅ
ん

検け
ん

使し

と
は
、
江
戸
幕
府
が
諸
国
の
大
名
・
旗

本
の
監
視
と
情
勢
調
査
の
た
め
に
派
遣
し
た
上
使

の
こ
と
。
大
き
く
分
け
る
と
、公
儀
御
料
（
天
領
）

及
び
旗
本
知
行
所
を
監
察
す
る
御
料
巡
見
使
と
諸

藩
の
大
名
を
監
察
す
る
諸
国
巡
見
使
が
あ
っ
た
。

［
山
陰
道
鎮ち
ん

節せ
つ

撫ぶ

使し

］

明
治
維
新
に
い
て
、
新
政
府
側
に
仕
え
る
か
幕

府
に
仕
え
る
か
未
だ
定
ま
ら
な
い
地
方
に
出
陣
。

［
西
園
寺
公
望
］

戊
辰
戦
争
に
お
い
て
官
軍
の
山
陰
道
鎮
撫
総
督

を
務
め
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
後
伊
藤
博
文
の
腹
心
と

な
っ
た
。
第
2
次
伊
藤
内
閣
に
て
文
部
大
臣
と
し

て
初
入
閣
し
外
務
大
臣
を
兼
任
、
第
3
次
伊
藤
内

閣
で
も
文
部
大
臣
と
し
て
入
閣
し
た
。
ま
た
、
教

育
に
も
尽
力
し
、
自
ら
が
創
設
し
た
私
塾
立
命
館

は
現
在
の
立
命
館
大
学
の
礎
と
な
っ
た
。 岩

田
信
一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

天
橋
作
事
組 

副
理
事
長

 

旧
三
上
家
住
宅 

館
長

京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
第
９
期

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会 

丹
後
支
部
長

重
要
文
化
財「
旧
三
上
家
住
宅
」を
活
用
す
る

扇垂木

庭夜景

外観夜景

外観
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平
成
元
年
に
京
都
府
指
定
文
化
財
に
、
平
成
15

年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
又
１
８

３
７
（
天
保
８
）
年
に
増
築
さ
れ
た
庭
座
敷
か
ら

見
え
る
日
本
庭
園
は
、
平
成
12
年
に
京
都
府
指
定

名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
、
天て
ん

橋き
ょ
う

作さ
く

事じ

組ぐ
み

は
、
丹
後
地
域
に
根
ざ
す

木
造
建
築
技
術
者
、
研
究
者
、
学
識
経
験
者
や
市

民
賛
同
者
で
組
織
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で

す
。文

化
・
気
候
風
土
と
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
か

ら
作
り
あ
げ
ら
れ
た
ま
ち
な
み
は
、
時
代
の
変
化

と
価
値
観
の
変
容
の
中
で
、
ど
ん
ど
ん
壊
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
我
々
は
、『
自
分
た
ち
の
地
域
の
伝

統
的
な
建
築
財
産
は
自
分
た
ち
の
手
と
技
術
と
智

恵
で
保
全
す
る
』
そ
し
て
『
先
人
た
ち
が
残
し
た

地
域
の
技
と
智
恵
を
次
世
代
の
地
域
の
担
い
手
に

伝
承
す
る
』
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
技
能
者
の
育

成
と
丹
後
の
ま
ち
な
み
形
成
の
促
進
お
よ
び
伝
統

的
で
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
に
根
ざ
す
建
築
技
術
者
や
研

究
者
、
そ
し
て
所
有
者
を
は
じ
め
市
民
賛
同
者
等

で
活
動
す
る
団
体
で
す
。

昨
年
４
月
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
橋
作
事
組
は

「
旧
三
上
家
住
宅
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
活

動
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影

響
で
ほ
ぼ
閉
館
し
て
い
ま
す
が
、
活
用
に
向
け
て

の
準
備
期
間
だ
と
考
え
、
様
々
な
試
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
ず
、
酒
造
業
・
廻
船
業
等
の
用
途
に
合
わ
せ

た
展
示
を
再
編
成
す
る
と
と
も
に
、
ミ
セ
の
間
と

酒
造
蔵
を
整
理
し
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
研
修
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
。
ま
たW

eb

に
よ
る
各
部
説
明
を

意
識
し
たW

i-F
i

の
整
備
、
丹
後
か
ら
離
れ
た
会

員
や
他
団
体
交
流
が
行
え
る
機
能
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
橋
作
事
組　

第
11
回
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
２
０
２
２
年
１
月
15
・
16
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
旧
三
上
家
住
宅
に
て
行
い
ま
し
た
。
地

方
創
生
推
進
事
業
（
C
O
C
+
）
に
よ
る
ち
り
め

ん
を
使
っ
た
装
飾
展
示
、
外
観
及
び
日
本
庭
園
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ラ
イ
ブ
鑑
賞
、
文
化
財
活
用
の

様
々
な
試
み
を
指
定
管
理
期
間
３
年
の
間
に
実
現

さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
宮
津
の
魅
力
を
活
用
す
る
」
と
題
し
て
、
酒

造
蔵
の
研
修
ス
ペ
ー
ス
に
て
、
地
方
創
生
推
進
事

業
（
C
O
C
+
）
と
天
橋
高
校
生
、
市
民
の
方
、

宮
津
市
職
員
、
天
橋
作
事
組
に
よ
り
「
宮
津
市
の

建
築
マ
ッ
プ
作
成
」、「
四
季
を
と
お
し
て
の
旧
三

上
家
住
宅
の
活
用
」
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
実
際

の
活
用
と
共
に
、
沢
山
の
方
が
ま
ち
づ
く
り
に
対

し
共
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。引

き
続
き
市
民
の
再
認
識
を
促
し
、
隣
接
す
る

市
町
と
の
リ
ン
ク
、
そ
し
て
若
狭
―
丹
後
―
但
馬

へ
保
全
―
伝
承
―
向
上
を
意
識
し
た
活
動
を
行
い
、

情
報
発
信
を
お
こ
な
い
沢
山
の
人
が
丹
後
に
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

庭座敷

庭

ちりめん装飾

酒造蔵研修

ライブ

大玄関

庭

庭座敷庭
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集

第
12
回 

高
校
生
の「
建
築
甲
子
園
」　

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
が
優
勝
！！

本
年
で
12
回
と
な
る
建
築
甲
子
園
に
お
い
て
、

京
都
か
ら
選
出
さ
れ
た
、
国
立
舞
鶴
工
業
高
等
専

門
学
校
建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
３
年
、
磯
田
倫
花

さ
ん
（
監
督
／
尾
上
亮
介
教
授
）
の
作
品
「
融
解

と
浸
透
」
が
優
勝
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
特
別
賞

の
２
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
選

手
権
大
会
に
お
い
て
予
選
も
含
め
58
校
87
作
品
か

ら
選
ば
れ
た
過
去
最
高
順
位
の
輝
か
し
い
賞
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
の
く
ら
し
」
を
基
本

に
「
こ
れ
か
ら
の
地
区
セ
ン
タ
ー
」
が
サ
ブ
テ
ー

マ
と
し
て
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
府
内
か

ら
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
府
代
表
に

選
出
さ
れ
た
以
外
に
も
、
高
校
生
ら
し
く
若
々
し

く
感
受
性
溢
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
提
案

が
多
く
、
京
都
府
予
選
で
の
審
査
も
苦
渋
の
選
択

で
し
た
。

今
後
も
府
内
の
高
校
生
の
頑
張
り
に
期
待
し
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は（
公
社
）

日
本
建
築
士
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
１
次
審
査
（
11
月
11
日
）
は
寄
せ
ら
れ
た
作

品
が
34
点
と
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
野
球
に
因
ん

で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
は
な
く
、
１
作
品
毎

委
員
が
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
の
審
査
と
し
た
。

そ
の
上
で
委
員
に
よ
る
投
票
と
討
議
を
経
て
ベ
ス

ト
８
を
選
定
し
た
。

第
２
次
審
査
（
12
月
13
日
）
は
、
委
員
全
員
で

８
校
か
ら
提
出
さ
れ
た
映
像
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
１
作
品
毎
見
て
意
見
交
換
し
、
そ
の
上
で
ベ

ス
ト
４
選
定
の
投
票
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
討
議
し
各
賞
の
選
考
を
進
め
た
。
投
票
の
結

果
京
都
府
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
「
融
解
と
浸

透
」
が
満
票
と
な
り
、
ど
の
委
員
か
ら
の
異
存
も

な
く
優
勝
に
決
定
し
た
。

優
勝
の
作
品
は
、
他
を
圧
す
る
よ
う
な
強
さ
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
当
初
か
ら
独
特
な
表
現

が
際
立
っ
て
い
た
。
審
査
を
重
ね
、
内
容
が
読
み

込
ま
れ
て
い
く
内
に
、
作
品
が
丁
寧
な
観
察
や
組

立
の
上
に
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
作
品

テ
ー
マ
の
ご
と
く
魅
力
が
委
員
側
に
徐
々
に
浸
透

し
て
確
か
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
凡

な
郊
外
の
町
中
に
あ
る
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
と
建
築
の
関
係
が
、
細
や
か
な

観
察
と
確
か
な
構
成
に
基
づ
き
姿
を
見
せ
、
し
か

も
そ
れ
が
個
性
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
優
勝

を
心
か
ら
喜
び
た
い
。
敢
え
て
言
え
ば
、
発
見
し

位
置
付
け
た
建
築
的
空
間
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

だ
具
体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
も
っ
と
強
か
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。

2
0
2
1
年
に
、
公
益
社
団
法
人
日
本
建
築
士

会
連
合
会
と
都
道
府
県
建
築
士
会
が
共
催
す
る
、

第
12
回
高
校
生
の
「
建
築
甲
子
園
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
京
都
府
か
ら
出
場
し
た
２
校
６
チ
ー

ム
の
中
で
、
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
「
融
解
と

浸
透
」
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
快
挙

で
す
。
素
晴
ら
し
い
作
品
を
制
作
さ
れ
た
選
手
の

磯
田
倫
花
さ
ん
、
ご
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
監
督
の

尾
上
亮
介
教
授
、
お
二
人
を
支
え
、
応
援
さ
れ
て

き
た
内
海
康
雄
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
同
校
の
教

職
員
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん

に
対
し
て
、
ま
ず
は
心
か
ら
の
お
祝
い
を
述
べ
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
作
品
は
、「
ま

ち
づ
く
り
委
員
長
特
別
賞
」
と
の
ダ
ブ
ル
受
賞
で

す
。
重
ね
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
融
解
と
浸
透
」
と
題
す
る
こ
の
作
品
は
、
建

築
や
ま
ち
づ
く
り
が
か
か
え
る
現
代
的
課
題
、
す

な
わ
ち
、
第
１
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
な
ど
に
関
わ
る
社
会
的
課
題
、

第
２
に
、
建
築
と
ま
ち
や
自
然
と
の
関
係
、
既
存

建
築
や
空
家
の
活
用
な
ど
に
関
わ
る
環
境
的
課
題
、

第
３
に
、
地
域
の
町
並
み
や
伝
統
行
事
な
ど
の
継

承
に
関
わ
る
文
化
的
課
題
の
全
て
に
対
し
て
鋭
い

問
題
提
起
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
文
化
的
持
続
可

能
性
を
含
め
た
S
D
G
s
＋（
プ
ラ
ス
）
活
動
」

を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
京
都
府
建
築
士
会
と

し
て
も
わ
が
意
を
得
た
り
と
言
え
る
優
れ
た
提
案

で
し
た
。
こ
の
提
案
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
片

山
和
俊
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
委
員

の
皆
さ
ま
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
、
受

賞
者
の
み
な
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会  

渉
外
交
流
委
員
会

［
祝　

辞
］�

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会 

会
長　

髙
田
光
雄

［
審
査
総
評
］ （
抜
粋
）�

建
築
甲
子
園 

審
査
委
員
長　

片
山
和
俊

※
右
の
審
査
総
評
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
建
築
士
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
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融
解
し
た
地
区
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

こ
の
度
、
優
勝
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
特
別
賞

と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
に
、「
融
解
と
浸
透
」
を

選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
担
当
教
員
の
尾
上
先
生
や
、
デ

ザ
コ
ン
部
の
人
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
助
け
や
支
え

に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
融
解
と
浸
透
」
は
、
福
知
山
市
の
平
野
町
を

対
象
に
、
道
を
利
用
し
た
地
区
セ
ン
タ
ー
の
提
案

で
す
。
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、「
融
解
と
浸
透
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
従
来
の
地
区
セ
ン
タ
ー
は
一
箇

所
に
役
割
が
固
ま
っ
て
い
る
氷
の
よ
う
な
建
築
だ

と
捉
え
、
地
域
の
核
を
伝
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
人
・
町
・
日
常
に
浸
透
し
て
い
く
、
融

解
し
た
地
区
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
元
々
、
平
野
町
の
道
で
地
域
の

人
た
ち
が
対
象
の
「
ふ
れ
あ
い
市
」
と
い

う
市
場
の
文
化
に
着
目
し
、
町
に
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
る
道
を
伝
い
、
交
流
の
規
模

に
合
わ
せ
た
建
築
の
操
作
を
行
っ
て
、
地

区
セ
ン
タ
ー
が
融
解
・
浸
透
し
て
い
く
建

築
を
提
案
し
ま
し
た
。

一
昨
年
、
１
年
生
の
時
に
も
甲
子
園
に

出
場
し
て
お
り
、
そ
の
際
は
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
３
年
生
と
な
り
、

優
勝
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
建
築
の
勉
強
に
励
み
、
将
来

の
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
度
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校　

磯
田
倫
花

▲コンセプトのダイアグラム      ▲平野町配置計画        ▲交流と建築の操作 

▲模型（空き家改修）       ▲模型（交差点）         ▲模型（道） 

  

従来の地区センター 提案する地区センター

融解
と
浸透

配 置
計 画

軸組根屋+組軸根屋+組軸屋根＋壁

操作

活用

交差点空き家・ 空き地

根屋るなくし楽がとこく歩根屋大るま集が人ドーサァフく開に道

市場

...つさいあ・換交〇〇...りべゃしお・屋〇〇...い合し話・室教〇〇 待ち合わせ

歩道・ 道

膜 膜 ガラス

自然を感じれる屋根

デザイン



う
ち
の
本
棚

今
月
の
一
冊

●
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昭
和
五
十
年
代
の
い
つ
頃
だ
っ
た
か
、「
近
く

に
あ
る
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
民
家
が
公
開
さ

れ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
早
速
見
に
行
き
ま
し

た
。
事
前
の
情
報
も
な
し
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

座
敷
ま
で
入
っ
て
天
井
を
見
上
げ
、「
ま
て
よ
、

こ
れ
は
床
の
間
の
方
向
に
竿
が
向
か
う
竿
縁
天
井

だ
な
。」
と
気
が
付
き
、
私
が
駆
け
出
し
で
木
造

建
築
が
ま
だ
よ
く
解
ら
な
い
頃
、
大
工
さ
ん
が

「
床
刺
し
は
タ
ブ
ー
や
で
。」
と
言
っ
て
い
た
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
場
に
お
ら
れ
た
当
主
の

説
明
で
も
、「
武
士
が
切
腹
す
る
部
屋
の
竿
縁
天

井
が
床
刺
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
縁
起
が
悪
い
。」

「
で
も
、
な
ぜ
民
家
で
床
刺
し
な
の
か
理
由
は
わ

か
ら
ん
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

丹
後
・
小
倉
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
に
あ
る
重
要

文
化
財
・
行
永
家
住
宅
は
文
政
年
間
（
江
戸
時
代

後
期
）
に
旧
小
倉
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た
行
永
家
に

よ
っ
て
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
住
宅
は
主
屋
を
敷
地

北
寄
り
に
配
し
、
こ
れ
を
囲
む
よ
う
に
し
て
木
屋

（
離
れ
）、
米
蔵
、
道
具
蔵
、
味
噌
蔵
、
新
蔵
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
主
屋
は
、
間
口
九
間
（
約
18

メ
ー
ト
ル
）
奥
行
五
間
（
約
10
メ
ー
ト
ル
）、
入

母
屋
造
り
桟
瓦
葺
き
で
、
四
面
に
桟
瓦
葺
の
庇
を

回
し
、
背
面
の
一
部
に
は
二
階
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
主
屋
の
土
間
の
梁
組
は
、
丹
後
東
部
地
方

の
農
家
に
見
ら
れ
る
六
本
の
大
梁
を
互
い
違
い
に

組
む
「
六
本
組
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

現
存
す
る
瓦
葺
き
農
家
と
し
て
、
丹
後
地
方
で

最
も
古
く
、
高
い
質
を
持
っ
た
建
物
で
す
。
半
解

体
修
理
工
事
を
経
て
、
今
で
も
個
人
の
住
居
で
す
。

当
主
は
高
齢
で
他
所
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、

保
存
会
の
皆
様
に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
秋
に
一
般
公
開
さ
れ
、
当
主
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

舞
鶴
支
部 

支
部
長　

西
井
正
志

行ゆ
き

永な
が

家
住
宅
の
床
刺
し

舞
鶴
支
部

数
年
振
り
に
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
友
人
の

家
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
友
人
宅
に
は
、

小
学
三
年
生
の
子
供
が
い
て
、
あ
ま
り
テ
レ
ビ

を
見
な
い
家
庭
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
小
学
校

に
上
が
る
前
か
ら
、
大
人
の
会
話
に
き
ち
ん
と

参
加
で
き
る
興
味
深
い
子
供
で
し
た
。

私
は
こ
の
子
と
話
す
の
が
と
て
も
好
き
で
、

友
人
に
会
う
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
彼
が
、
ど
の
よ
う
に
成
長

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
も
会
う
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

数
年
前
に
会
っ
た
と
き
は
コ
ロ
コ
ロ
し
て
い

た
F
ち
ゃ
ん
は
、
す
ら
り
と
し
た
好
奇
心
あ
ふ

れ
る
少
年
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
親
の
仕
事

の
音
楽
に
は
全
く
興
味
が
な
い
よ
う
で
、
モ
ノ

づ
く
り
が
大
好
き
な
の
だ
と
か
。
毎
年
の
夏
休

み
の
自
由
課
題
で
何
を
作
る
か
と
い
う
の
が
彼

の
最
重
要
事
項
の
よ
う
で
、
二
年
生
と
三
年
生

の
自
由
課
題
で
作
っ
た
木
の
ピ
ス
ト
ル
や
帆
船

の
模
型
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
の
も
の
。
ま
だ
ほ
ど
遠
い
夏
休
み
に

何
を
つ
く
る
か
も
う
決
め
て
い
る
よ
う
で
、
現

在
、
図
面
を
描
き
な
が
ら
構
想
中
と
の
こ
と
。

自
分
の
作
っ
た
作
品
を
と
て
も
丁
寧
に
解
説

し
て
く
れ
た
の
で
、「
家
の
模
型
を
作
っ
た
り

す
る
こ
と
に
興
味
あ
る
？
」
と
尋
ね
る
と
、

「
ど
う
や
っ
た
ら
家
は
建
て
ら
れ
る
の
で
す

か
。」
と
真
面
目
な
顔
を
し
て
、
い
き
な
り
敬

語
で
質
問
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
で
考
え
て
物

を
作
る
の
が
と
て
も
好
き
な
の
で
、
家
や
家
具

を
作
る
の
に
大
変
興
味
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

友
人
は
音
楽
に
興
味
を
持
っ
て
欲
し
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
手
不
足
を
日
々
嘆
い
て

い
る
私
と
し
て
は
、
子
供
と
は
い
え
、
こ
う
い

う
人
材
が
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い
と
思

う
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
喜
書
店　

岡
田
良
子
）

【やさしい文学レッスン
　　 「読み」をふかめる20の手法】

　インターナショナルで国際
バカロレアの文学教師を勤め
る著者が、文学作品をより深
く味わうための「読み」の手
法を二十に分けて解説。

支
部
だ
よ
り

大喜書店
京都市下京区麩屋町五条上ル下鱗形町563番2
TEL：075-353-7169
OPEN：	12:00～18:30 水曜日定休
	 （土・日・祝日は11:00 ～）
京阪・清水五条駅から徒歩5分

著者：小林真大　
発行：雷鳥社
定価：2,090円（税込）

玄関

床刺しの竿縁天井

六本組



編 集 後 記

募　　集

「京都だより」作品紹介ギャラリー
あなたの作品を広く紙面で紹介してみませんか？

本会では会誌「京都だより」に、会員の作品紹介ページを設けています。
建築、インテリア、ランドスケープなど、みなさまの個性あふれる作品をお待ちしております。

●募集対象は（一社）京都府建築士会会員が設計もしく
は施工に携わったものとします。

●掲載料は無料ですが、広報編集委員会にて選考の上、
掲載させていただきます。応募作品多数の場合等は、
掲載できないこともありますのでご了承下さい。

●写真の撮影者名は必ず付記願います。写真に著作権等
が生ずる場合は、応募者にて対応願います。

●掲載頁数は原則として 1頁とします。

●建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を
お願いすることがあります。

●作品の掲載順及び紙面レイアウトを含む全体の構成は
広報編集委員会にて担当します。

●概要及び説明文はメールで送付願います。

掲載に関して

●写　真／外観、内観等 3、4枚。
画像解像度400 dpi以上推奨。
デジカメ撮影の場合は1メガバイト以上を目安。
プリントの場合は2Lサイズ程度。

●概　要／作品名称、所在地、建築主、
設計者、施工者、用途、工期、
建築面積、延床面積、構造規模。

●説明文／作品に関する考え方を400字以内にまとめて
ください。

●設計図書／選考用として平面、立面、断面、その他。

提出資料

原稿期日及び送付先

●期　日／毎月25日
●送付先／（一社）京都府建築士会事務局

「京都だより 作品紹介」係
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令和も４年目に入りました。刻の経
つのってはやいですね。今年もまだ、
COVID-19の変異株の出現が続きそう
で、まったく予断のならない状況が続
いていますが、早く「マスクなしの生
活がしたーい！」

ところで、今はマンション暮らしで
すが2017年から2020年にかけて、築50
年ほどの木造戸建てで生活しました。
北向きの家だったので、夏、１階の部
屋は暑く感じ出すのがマンションよ
り時期が遅く、冬は物凄く寒かったで
す。マンションに戻る時、リフォーム
したのですが、夫の反対を押し切りベ
ランダのある南向きのLDに明り障子
を入れました。体感的に、カーテンよ
り断熱効果が上がった気がしていま
す。また、サッシも障子も閉めきって
いると、カーテンより明るくて、外の
騒音もマシな気がします。

気のせいかもしれんけど・・・・・
（徳光都妃子）

表
紙
の
こ
と
ば

長
楽
館

戸
田
建
設（
株
）大
阪
支
店
建
築
設
計
室　

林　

伸
昭

表
紙
の
こ
と
ば

円
山
公
園
に
面
し
て
建
つ
長
楽
館
は
、
日
本
初

の
紙
巻
煙
草
「
サ
ン
ラ
イ
ス
」
で
財
を
な
し
た
、

明
治
の
た
ば
こ
王
・
村
井
吉
兵
衛
の
別
邸
、
迎
賓

館
と
し
て
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
に
完
成
し
た
。

設
計
者
は
ア
メ
リ
カ
人
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
。
煉
瓦
造
３
階
建
、
天

然
ス
レ
ー
ト
葺
。
外
壁
は
花
崗
岩
と
黄
褐
色
の
タ

イ
ル
で
構
成
さ
れ
、
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
を
用
い
た

外
観
は
、
京
都
に
あ
り
な
が
ら
全
く
和
の
匂
い
が

感
じ
ら
れ
な
い
堂
々
た
る
西
洋
館
で
あ
る
。

内
部
は
中
央
の
広
間
の
周
囲
に
各
室
が
配
さ
れ

る
平
面
形
式
で
、
か
つ
て
の
接
客
空
間
に
は
多
様

な
デ
ザ
イ
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ロ
コ
コ
？ 

ネ
オ
ク
ラ
シ
ッ
ク
？ 

ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
？ 

か
と

思
う
と
上
層
階
に
は
書
院
造
ま
で
あ
り
、
見
飽
き

る
こ
と
が
な
い
。

ス
ケ
ッ
チ
は
主
玄
関
の
あ
る
円
山
公
園
側
で
は

な
く
、
八
坂
神
社
の
南
楼
門
を
左
手
に
見
て
、
大

谷
祖
廟
の
参
道
北
側
に
あ
る
道
か
ら
描
い
て
み
た
。

絵
に
し
て
み
る
と
何
処
か
西
洋
の
街
並
み
の
よ
う

で
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
確
か
に
京
都
の
風
景
で
あ

る
。因

み
に
東
京
の
本
邸
は
、
国
会
議
事
堂
の
あ
る

永
田
町
の
丘
と
谷
を
隔
て
て
山
王
社
の
あ
る
丘
に

あ
っ
た
。
広
壮
な
書
院
造
の
日
本
建
築
は
武
田
五

一
の
設
計
で
質
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
村
井
邸

は
解
体
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
心
部
分
は
比
叡
山
に

運
ば
れ
、
延
暦
寺
の
大
書
院
と
し
て
再
建
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

発
行
人
●
髙
田
光
雄
　 

編
集
委
員
長
●
橋
本
光
生
　
編
集
委
員
●
加
藤
正
浩
／
黒
木
要
州
／
後
藤
幸
秀
／
竹
山
奈
乙
雪
／
徳
光
都
妃
子
／
西
田
教
子
／

沼
田
俊
之
／
松
田
容
子
／
森
重
幸
子
／
矢
谷
明
也�

デ
ザ
イ
ン
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